
サウナ,水風呂,大好き 

湯守日記（抜粋版）　　

サウナ・水風呂で心身をととのえ、

酒場に繰り出す日々を綴った日記。

世界中のサウナ・スパ施設をめぐり、

独自の目線でサウナを検証します。

https: / /ameblo.jp/spasaunalove/

Profile

プロサウナー　濡れ頭巾ちゃん

全国のスパ・サウナ施設をめぐり、独自の目線で検証するブログ「湯守日記」の執筆者。

サウナ←→水風呂で心身をととのえて酒場に繰り出すことを日課としている。

大切なことはすべてサウナが教えてくれる。サウナこそ人生そのもの。



ととのうサウナをつくってる会社って？

DIARY 01

フィンランドサウナジャパン株式会社の

松井社長に
会うためだけに

ワタクシのお気に入りで「Soulfulサウナ」と

いえばジェクサー フィットネス＆スパ新宿の

サウナ

プロサウナーの間で「深呼吸サウナ」と称さ

れるその室内は、温度・湿度・換気のバランス

が完璧にととのっており、全く息苦しさがない

どころか、むしろ深呼吸をしたくなるほどの

フレッシュエアと快適な潤いが充満してい

ます。

温度は80～90℃程度で、最上段に座っても

頭部に熱が集中することがないけれど、入室後

すぐに大量発汗できる秀逸なセッティング

なんだよね。

ちなみに、ここには1年近く通っているんだ

けど未だ更衣室と浴室しか利用したことが

ありません。

実はマシンやスタジオ、プールもある多目的

サウナなんですけどね。

で、話はサウナ室に戻りますが、ジェクサー

新宿は一般的なジムのサウナにしては立派

だと思うけれど「白銀荘」や」「ウエルビー名

駅 森のサウナ」のようにサウナ室全体が贅沢

な木づくりなわけでもありません。

いろいろ知りたくなっちゃったので、東京か

ら新幹線に乗って浜松へ。

そこから東海道線に乗り継ぎ、三ヶ日みかん

で有名な浜名湖畔にある鷲津という駅に

やってきました。

またサウナストーンに水をかけてロウリュ

を発生させているわけでもないし、高湿度の

ボナサウナでもありません。

受付のオネエサンに「なぜととのうの？」っ

て尋ねたら、

『・・・・・・・・・・・・・・・』

全く話が通じなかったので、ここのサウナを

つくっている会社を紹介してもらいまし

た！





サ談会
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松井さんは毎日サウナに入っているからお肌つやつやでピカピカ。とても6４歳にはみえないよね。

サウナーに美肌はつきものですが、それにしても若い！！特に彼が率いるフィンランドサウナジャパン社（以下FSJ）製のサウナは

高湿度設計が特長なので、毎日美顔器に入っているようなカンジなのかも？

松井社長：

松井社長： フィンランドではごく普通の家庭でも家にサウナがある。
それから湖畔のログハウス別荘にもサウナがあって自分の家がそのまま
リゾートになっているんです。

こんな素晴らしい世界があったんだと感動したんですよ。
この「マイハウスリゾート」というライフスタイルを、
日本の家庭でも普及させたいと思って
この仕事をはじめたんです。

（キモチわかりまーす！！）
なるほど、マイハウスリゾート！いい言葉ですね。
昨年ヘルシンキにある「サウナセウラ」という会員制のサウナサロンに
行ってきたのですが、まさに夢のリゾートでしたね。

ただサウナに入ってバルト海でクールダウン、その後ベンチで休憩。この
繰り返ししかしていないんですけど、思い出すだけでととのちゃいます。

濡れ頭巾ちゃん：（うひょー! サウナーの大先輩だ！）
ワタクシもフィンランドで、サウナ観というか人生観が変わったひとりなん
ですけどどんな風に思ったんですか？

濡れ頭巾ちゃん：

そうそう。
僕は30すぎまで貿易の仕事で世界中を飛び回っていたんだけど、三ヶ日
でみかんのブランド化をやろうということで戻ってきたんですよ。

でもみかんの仕事をしながら、やっぱりサウナが好きで旅行も好きだった
から、日本全国はもちろんヨーロッパ中のサウナに入りまくっていたんです。
それでフィンランドで本場のサウナに出会ったんですよ。
それがサウナの仕事をするきっかけですかねー。

松井社長： サウナの理想はなんといってもスモークサウナですね。

薪を焚いて石をやき、その煙と熱で木づくりのサウナ室を十分にあたため
て、煙やススを洗い流してからサウナに入る。
輻射熱が充満したところでサウナストーンに水をかけてやわらかなロウ
リュを楽しむ。シンプルなんだけど、すべてが自然の中で完結する。

濡れ頭巾ちゃん：（このひとわかってるな）
同感です！
ところでFSJの製品はフィンランドから輸入しているんですか?

濡れ頭巾ちゃん： 地元の木? それは何か理由があるんですか ?

松井社長： 当初はフィンランドから輸入していたのですが自分で納得のいくサウナを
納めるためにいまではすべて自社で製作しています。

とくにサウナ室内につかう木材に関しては
なるべく地元の木を使うようにしているんです。

濡れ頭巾ちゃん： 松井さんの理想のサウナってどんなものですか？

松井社長： 北欧産のスプルースとか、南アフリカ産など外国の木を削っているとね。
その手触りというか、切っているカンジというか、なんとなくしっくりこな
いんです。

生まれ育った土地の木って触ってるだけで落ち着くんですよ。

それで天竜のヒノキとか茶室で使うような杉でサウナを作ってみるとやわ
らかくまったりとしたサウナができるんです。
ついこないだは青森県のお客様に、青森産ヒバのサウナを納品したんですよ。
やっぱり喜ばれましたね。




